
図１  定量イメージング装置の構成と同位体希釈質量分析法の原理 図２  本法とEPMAによる人の歯表面の成分イメージングの比較

　生体・環境試料中の微量成分や微量同位体の測定には、天然とは異なる同位体比を持つ標準物質を試料へと添加し

て測定する同位体希釈質量分析法（IDMS）がよく用いられます。この方法は、高感度かつ高精度な分析技術として利

用されていますが、従来のIDMSでは固体試料を粉砕や溶液化を経て標準と混合する必要があるため、分布情報を得

ることはできませんでした。そこで、高感度でイメージングが可能なレーザーアブレーション－誘導結合プラズマ質

量分析法（LA-ICP-MS）に独自設計のチャンバーを用いることで、レーザーでエアロゾル化した試料と噴霧した標準物

質を気中で混合して分析する微量成分の定量イメージング法を開発しました（図1）。

　この方法では、レーザー照射で掘削された固体試料量と掘削された試料の同位体比が分かれば、濃度と供試量既知

の同位体比が異なる標準物質を随時混合して測定することで、試料からの各同位体供給分を推定でき、固体試料表面

の元素濃度分布を求めることができます。必要となる固体試料中の同位体比は、試料を標準物質とは混合せずに測定

することで決定し、レーザー照射での掘削量はデジタルマイクロスコープで求めました。その結果、人の歯などの固

体試料における微量成分の定量とイメージングの両立を実現しました（図2）。

　本法は、様々な生体・環境試料における元素やRIなどの微量成分の分析へ展開が期待されます。
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